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9月定例会のあらまし

 

令
和
３
年
９
月
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
９
月
10
日
ま
で
の
８
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
日
の
本
会
議
初
日
に
戸
田
村
長
か
ら
、
提
案
理
由
に
先
立
ち
、
土
地

及
び
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
の
課
税
に
誤
り
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
還
付
の
手
続
き
を
進
め
る
と
と
も
に
、

再
発
防
止
に
万
全
を
期
す
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
３
年
度
の
９
会
計
の
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す

る
議
案
９
件
、
報
告
４
件
、
令
和
２
年
度
の
決
算
に
係
る
認
定
９
件
の
ほ

か
、
人
事
案
件
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
、
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
、

六
ヶ
所
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
な
ど
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３
人
の
議
員
が
登
壇
し
、「
市
柳

総
合
公
園
の
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
」、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
」、「
小
中
学
校
等
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
な
ど
、
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
は
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣
等
へ
提
出
い
た
し
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、「
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止
と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄

県
外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
国
民
的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に
基
づ
き
公
正

か
つ
民
主
的
に
解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
」、

「
沖
縄
本
島
南
部
土
砂
採
取
計
画
撤
回
に
関
す
る
陳
情
書
」
及
び
「
加
齢

性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意

見
書
採
択
の
陳
情
」
に
つ
い
て
は
資
料
配
布
と
な
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w.rokkasho.jp/

）
内
の

「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会
議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和２年度 決算

156156億億99,966,966万万11千千円、円、 180180億億9,9049,904万万77千円を認定千円を認定

決
算
に
対
す
る
監
査
意
見

　

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
、
４
特
別
会
計
、

４
公
営
企
業
会
計
の
決
算
は
左
表
の
と
お
り
で

あ
り
、
関
係
法
令
及
び
企
業
会
計
の
原
則
に
準

拠
し
会
計
全
般
に
誤
り
も
な
く
適
正
で
あ
る
と

判
断
し
た
。

　

村
税
を
は
じ
め
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
税
外
徴
収
金
を
加
え
た
滞
納
額
が
約

１
億
４
千
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
低

減
し
て
い
る
も
の
の
、
今
後
と
も
慎
重
か
つ
厳

格
に
対
応
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
、
善
良
な

納
税
者
等
の
納
入
意
欲
を
損
ね
る
こ
と
の
な
い

よ
う
長
期
的
な
滞
納
の
抑
制
及
び
一
層
効
果
的

な
徴
収
対
策
を
行
い
、
収
納
率
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
村
民
の
納
税
等
の
意
識
向
上
に

も
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
要

望
す
る
。

　

加
え
て
、
少
子
高
齢
化
や
自
然
災
害
な
ど
を

踏
ま
え
、
多
額
の
財
政
需
要
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
限
り
あ
る
歳
入
と
行
政
資
源
を
活

用
し
て
最
大
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

し
、
経
費
全
般
に
わ
た
る
見
直
し
と
新
た
な
行

政
課
題
・
需
要
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
組

織
一
丸
と
な
っ
て
財
政
運
営
の
健
全
化
に
な
お

一
層
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
給
水
人
口
が
年
々
減
少
し
て
い
く
中
、

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し
い
状

況
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
財
政
状
況
に
十
分

配
慮
し
、
水
道
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
と
整

備
な
ど
を
推
進
し
、
安
全
で
良
質
な
水
を
低
廉

か
つ
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
望
む
も
の
で

あ
る
な
ど
監
査
委
員
か
ら
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

※１　経営に伴い発生が予想される収入と支出　※ 2　将来に備えて行う建設改良等の支出とその財源となる収入

令和２年度企業会計の決算状況
会 計 名 収　　入（千円） 支　　出（千円） 残った金額（千円）

水 道 事 業
収益的　※ 1 326,837 280,721 46,116
資本的　※ 2 59,022 173,545 ▲ 114,523

農業集落排水事業
収益的　※ 1 94,123 91,332 2,791
資本的　※ 2 17,000 48,579 ▲ 31,579

下 水 道 事 業
収益的　※ 1 762,461 754,008 8,453
資本的　※ 2 154,600 382,487 ▲ 227,887

工業用水道事業
収益的　※ 1 31,040 28,650 2,390
資本的　※ 2 3,025 3,029 ▲ 4

合 　 　 　 　 　 計 1,448,108 1,762,351 ▲ 314,243

令和２年度各会計の決算状況
会 計 名 収　　入（千円） 支　　出（千円） 残った金額（千円）
一 般 会 計 16,007,922 15,699,661 308,261

特
別
会
計

国民健康保険（事業勘定） 1,062,230 1,050,240 11,990
後 期 高 齢 者 医 療 86,620 85,315 1,305
国民健康保険（千歳平施設勘定） 110,729 108,021 2,708
介護保険（保険事業勘定） 1,162,055 1,155,810 6,245
合 　 　 　 　 　 　 計 18,429,556 18,099,047 330,509

令和２年度の歳入歳出差引額：330,509千円
※歳入歳出差引額のうち令和２年度の特定の事業に205,606 千円、うち72,000千円を基金繰入額に、残額の52,903
　千円は翌年へ繰越します。

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合は「－」を
　記載している。

健全化判断比率
令 和 ２ 年 度 早期健全化基準

①～④の指標について、国
の示す基準を下回っており、
村の財政は健全な状態です。

① 実 質 赤 字 比 率 －（％） 13.66（％）

②連結実質赤字比率 －（％） 18.66（％）

③実質公債費比率 4.8（％） 25.0（％）

④ 将 来 負 担 比 率 －（％） 350.0（％）

一般会計 全会計総額



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 58 号（4）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（5）第 58 号

決 算 認 定決 算 認 定 決 算 認 定決 算 認 定

一般会計決算　１５6億９，９６６万1千円は
こんな事業に使われました。

総 務 費 支 出 額
4,514,932 千円

構 成 比
28.76％

総務費は、村の全体的な事務などに使われました。

○新城平地区小公園等整備工事費	

○文化交流プラザ指定管理委託料	

○地域情報基盤運営事業費	

○集会所等改修工事費	

○新庁舎建設基本構想等策定業務委託料	

○（仮称）室ノ久保集会所整備事業（令和２年度分）

○生活支援給付金事業	 室ノ久保集会所

70,004

163,128

166,673

5,138

5,370

84,893

566,200

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

民　生　費 支 出 額
2,249,727 千円

構 成 比
14.33％

民生費は、お年寄りや子供などの福祉に使われました。

○（仮称）泊こども園整備事業費（令和２年度分）	

○老人福祉センター指定管理委託料	

○地域交流ホーム指定管理委託料	

○入浴施設利用者補助金	

○千歳平・南こども園指定管理委託料	

○子宝祝金	

○障がい者自立支援給付費	 泊こども園

590,451

29,974

24,591

35,219

204,131

10,500

302,668

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

衛　生　費 支 出 額
1,149,583 千円

構 成 比
7.33％

衛生費は、各種検診や予防接種、ごみ処理などに使われました。

○各種健診委託料	

○乳幼児等健康診査委託料	

○新型コロナウイルス感染症対策事業消耗品費	

○新型コロナウイルス感染症対策事業庁用器具費	

○六ヶ所村医療センター指定管理交付金	

○ごみ収集運搬委託料	

○スズメバチ駆除委託料	 新型コロナウイルス感染症対策事業庁用器具費

32,132

8,544

14,153

12,677

221,000

67,139

2,353

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

土　木　費 支 出 額
1,516,013 千円

構 成 比
9.66％

土木費は、道路・村営住宅等の維持管理や建設などに使われました。

○尾駮沼護岸整備工事費	

○村道等舗装補修工事請負費	

○除排雪委託料	

○千歳平３号線外１整備事業費	

○千歳・睦栄線防雪柵整備事業費	

○公営住宅等改修工事請負費	

○尾駮レイクサイドパーク周辺環境整備工事請負費	 千歳・睦栄線防雪柵

103,247

120,628

418,231

204,832

133,913

27,644

10,450

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

農林水産業費 支 出 額
1,381,349 千円

構 成 比
8.8％

農林水産業費は、農業・漁業・畜産業の振興対策などに使われました。

○第一次産業経営支援補助金	

○スマート農業機械導入等支援事業補助金	

○村営放牧場指定管理委託料	

○ごぼう貯蔵選別施設整備事業費（令和２年度分）	

○農道整備工事請負費	

○酪農振興センター給水施設設置工事請負費	

○漁業振興対策助成金	 ごぼう貯蔵選別施設

13,722

2,730

28,048

582,885

101,459

84,315

81,485

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

教　育　費 支 出 額
2,205,161 千円

構 成 比
14.04％

教育費は、小中学校の管理や社会教育・スポーツ振興などに使われました。

○六ヶ所高校通学バス運行委託料	

○スクールバス運行委託料	

○第二中学校防音機能復旧事業費（令和２年度分）	

○図書館指定管理委託料	

○千歳地区学習等共用センター改修工事請負費	

○屋内温水プール指定管理委託料	

○大石総合体育館等指定管理委託料	 屋内温室プール　「ろっぷ」

113,749

74,951

193,528

37,509

53,357

126,038

42,081

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

そ　の　他 支 出 額
2,682,901 千円

構 成 比
17.08％

○議員報酬や議会活動に使われた金額	

○商工業や観光振興に使われた金額	

○消防活動や防災活動に使われた金額	

○借り入れたお金の返済に使われた金額	

○特別会計や公営企業会計に支出した金額	

125,127

190,837

731,633

489,893

1,145,411

千円

千円

千円

千円

千円

※　構成比とは、一般会計決算を100％としたときに、各支出額がその内の何％を占めているかを表したものです。
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問

１
．
市
柳
総
合
公
園
の

今
後
の
利
活
用
に
つ
い

て

 

【
問
】　

市
柳
総
合
公
園

は
、
本
村
の
誇
る
豊
か
で

美
し
い
自
然
に
囲
ま
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
や
散
策
、
野
鳥

の
観
察
等
に
適
し
た
広
大

な
公
園
で
す
。
か
つ
て
は

日
本
原
燃
株
式
会
社
の
社

員
及
び
ご
家
族
の
方
々
と

役
場
職
員
が
協
力
し
て
芝

桜
や
ブ
ナ
の
植
栽
を
行
っ

た
と
聞
き
及
ん
で
お
り
、

こ
の
六
ヶ
所
村
の
融
和
の

象
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状

況
に
お
い
て
、
密
に
な
ら

ず
に
家
族
・
友
人
で
楽
し

め
る
自
然
の
中
で
の
レ

ジ
ャ
ー
活
動
が
全
国
的
に

流
行
し
て
い
ま
す
。
市
柳

総
合
公
園
は
す
ぐ
近
く
に

「
六
旬
館
」
や
「
ス
パ
ハ

ウ
ス
ろ
っ
か
ぽ
っ
か
」
の

よ
う
な
飲
食
・
保
養
施
設

も
あ
り
、
村
内
・
村
外
問

わ
ず
に
多
く
の
方
々
へ
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。　

 

そ
こ
で
、
市
柳
総
合
公

園
の
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
村
長
の
所
信
を
尋
ね

ま
す
。　

➊
７
月
初
旬
に
市
柳
総
合

公
園
へ
足
を
運
ん
だ
と
こ

ろ
、
東
西
に
設
置
し
て
い

る
展
望
デ
ッ
キ
へ
の
道
の

り
は
草
木
に
阻
ま
れ
辿
り

着
く
こ
と
が
困
難
な
状
況

で
あ
っ
た
が
、
い
つ
か
ら

整
備
し
て
い
な
い
の
か
。

　 

➋
広
大
な
土
地
と
散
策
に

適
し
た
環
境
及
び
付
近
に

温
泉
や
飲
食
店
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
ト
イ
レ
回
り
を

整
備
し
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
と
し
て
の
利
活
用
を

ご
提
案
申
し
上
げ
る
が
如

何
か
。

 

【
答
】　

①
平
成
18
年
度

に
開
設
し
て
か
ら
は
、
景

観
維
持
の
た
め
広
場
や
園

路
等
の
草
刈
や
樹
木
の
管

理
を
継
続
し
て
行
っ
て
い

ま
す
が
、
東
西
展
望
デ
ッ

キ
へ
通
ず
る
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
の
園
路
に
つ
い
て
は
、

雨
季
や
降
雨
時
の
冠
水
、

軟
弱
地
盤
に
よ
る
水
面
下

へ
の
沈
下
箇
所
、
さ
ら
に

は
経
年
劣
化
に
よ
る
老
朽

化
な
ど
、
園
路
と
し
て
の

機
能
を
果
た
せ
な
く
な
っ

て
い
る
箇
所
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
利
用
状
況
や
大

規
模
改
修
の
費
用
対
効
果

を
は
じ
め
、
安
全
面
を
考

慮
し
、
現
在
の
公
園
面
積

52
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、

利
用
可
能
な
「
駐
車
場
」

や
「
多
目
的
広
場
」
な
ど

８
．
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
維

持
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
区
域
に
つ
い

て
は
、
立
入
禁
止
の
看
板

を
設
置
す
る
な
ど
、
利
用

を
制
限
し
て
い
る
現
状
で

す
。

 

②
公
園
付
近
は
、
夏
季
に

な
る
と
、
蚊
や
羽
ア
リ
な

ど
の
害
虫
が
大
量
発
生
す

る
こ
と
か
ら
、
夜
間
の
利

活
用
に
は
、
そ
の
対
策
に

苦
慮
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
ほ
か
、
地
盤
が
軟
弱

な
た
め
、
車
両
の
乗
り
入

れ
や
公
園
用
地
に
荷
重
の

か
か
る
ト
イ
レ
や
炊
事
場

な
ど
の
建
築
物
等
の
設
置

は
困
難
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
市
柳

総
合
公
園
付
近
に
は
、「
六

旬
館
」「
ス
パ
ハ
ウ
ス
ろ
っ

か
ぽ
っ
か
」
「
六
趣
醸
造

工
房
」
が
整
備
さ
れ
、「
商

業
・
観
光
・
賑
わ
い
づ
く

り
」
の
拠
点
と
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
村
で
は
、
周

辺
地
域
の
更
な
る
魅
力
の

拡
充
を
図
る
観
点
か
ら
、

令
和
元
年
度
よ
り
六
旬
館

周
辺
を
含
む
鷹
架
地
区
活

用
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
、
本
年
度
末
に

は
、
現
在
、
都
市
計
画
上

「
工
業
専
用
地
域
」
で
あ

る
も
の
を
、
建
築
物
の
用

途
制
限
が
少
な
い
準
工
業

地
域
へ
変
更
す
る
た
め
、

青
森
県
と
協
議
を
重
ね

て
お
り
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
六
旬
館
周
辺
を
含
む

鷹
架
地
区
活
用
の
進
捗
や

社
会
的
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ

い
て

 

【
問
】　

昨
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
が
拡
大
と
減
少
を
繰

り
返
す
情
勢
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
コ
ロ

ナ
対
策
の
対
応
を
し
て
き

た
中
で
、
先
日
の
新
聞
で

も
報
じ
ら
れ
た
よ
う
に
、

本
県
も
感
染
者
数
が
爆
発

的
感
染
拡
大
で
あ
る
ス

テ
ー
ジ
４
に
な
る
な
ど
全

国
各
地
で
災
害
レ
ベ
ル
の

状
況
に
あ
る
と
の
認
識
で

対
応
が
必
要
と
さ
れ
、
最

近
の
感
染
者
の
中
に
は
変

異
種
の
デ
ル
タ
株
感
染
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

変
異
種
に
対
し
て
３
回

接
種
が
有
効
と
い
う
報
道

も
聞
き
ま
す
し
、
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
も
半
年
程
度
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
９
月
20
日
か

ら
３
回
目
の
接
種
を
開
始

す
る
状
況
で
す
が
、
先

日
の
河
野
大
臣
の
発
言
で

は
、
３
回
目
の
接
種
分
も

確
保
と
の
記
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
て

い
る
厳
し
い
状
況
に
な
っ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
の
村
と
し
て
の
対
応
等

村の考えを問います。村の考えを問います。

一般質問一般質問
一般質問とは？一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ
て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

に
つ
い
て
お
伺
い
致
し
ま

す
。

 

➊
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

に
つ
い
て
、
接
種
対
象
者

数
、
接
種
希
望
者
数
及
び

未
接
種
者
数
、
１
回
目
・

２
回
目
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種

済
者
数
及
び
接
種
率
、
２

回
目
接
種
済
予
定
時
期
等

の
知
り
う
る
情
報
を
お
知

ら
せ
願
い
た
い
。

 

➋
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
３
回

目
接
種
対
応
に
つ
い
て
、

今
後
の
見
通
し
を
お
知
ら

せ
願
い
た
い
。

 

➌
国
内
に
お
い
て
は
、
10

歳
未
満
及
び
10
代
の
方
へ

の
デ
ル
タ
株
の
影
響
に
よ

る
感
染
が
急
拡
大
し
て
い

る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
状

況
か
ら
、
村
内
の
12
歳

以
上
か
ら
高
校
生
ま
で
の

方
々
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
方

法
及
び
そ
の
期
間
に
つ
い

て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

で
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予

約
状
況
と
接
種
期
間
内
に

終
了
す
る
見
込
み
か
、
お

伺
い
し
ま
す
。

 

➍
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

副
反
応
に
つ
い
て
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
副
反
応
に
よ

り
医
療
機
関
で
の
治
療
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
に

は
、
当
該
法
律
に
基
づ
い

て
救
済
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ

う
に
受
け
ら
れ
る
の
か
お

知
ら
せ
願
い
た
い
。

 

【
答
】　

①
８
月
31
日
現

在
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
は

 

　

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

接
種
状
況
に
つ
い
て

は
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

及
び
ロ
ッ
ク
Ｔ
Ｖ
で
毎
週

水
曜
日
ま
で
の
状
況
を
掲

載
し
住
民
に
周
知
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ま
た
、
未
接
種
者
数
に

つ
い
て
は
、
住
所
地
外
及

び
職
域
等
で
接
種
を
受
け

て
い
る
方
も
含
め
、
正
確

な
数
に
つ
い
て
は
接
種
完

了
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
請

求
の
精
査
が
完
了
し
た
後

に
な
り
ま
す
こ
と
か
ら
、

現
時
点
に
お
い
て
の
未
接

種
者
数
を
正
確
に
把
握
で

き
て
い
な
い
現
状
で
す
。

 

②
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
及
び

供
給
、
対
象
者
、
接
種
回

数
、
接
種
期
間
等
に
つ
い

て
は
、
国
が
決
定
し
実
施

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す

こ
と
か
ら
、
３
回
目
接
種

に
つ
い
て
は
、
国
の
方
針

に
基
づ
き
実
施
が
決
定
さ

れ
た
場
合
に
速
や
か
に
実

施
で
き
る
体
制
の
構
築
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

 

③
12
歳
か
ら
18
歳
の
予
約

状
況
に
つ
い
て
８
月
31
日

現
在
の
接
種
対
象
者
数
は

５
５
８
人
、
接
種
希
望
者

数
は
４
３
３
人
で
す
。

　

接
種
期
間
に
つ
い
て

は
、
16
歳
か
ら
18
歳
の
方

は
、
７
月
26
日
か
ら
８
月

20
日
の
夏
休
み
期
間
に
実

施
し
接
種
が
終
了
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
接
種
対

象
の
拡
大
に
よ
り
対
象
と

な
っ
た
12
歳
か
ら
15
歳
の

方
に
つ
い
て
は
、
授
業
に

支
障
が
な
い
よ
う
夕
方
の

時
間
帯
に
お
い
て
９
月
６

日
か
ら
開
始
し
、
10
月
８

日
に
終
了
す
る
予
定
で
ご

ざ
い
ま
す
。

 

④
救
済
制
度
に
つ
い
て

は
、
予
防
接
種
に
よ
っ
て

健
康
被
害
が
生
じ
、
医
療

機
関
で
の
治
療
が
必
要
と

な
っ
た
り
、
障
害
が
残
っ

た
場
合
に
、
そ
の
健
康
被

害
が
予
防
接
種
を
受
け
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定

し
た
と
き
は
、
予
防
接
種

法
に
基
づ
く
救
済
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
給
付
手
続
の

流
れ
に
つ
い
て
は
、
対
象

者
が
申
請
に
必
要
な
書
類

を
村
に
提
出
し
、
村
は
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
医
療

機
関
か
ら
予
防
接
種
後
の

副
反
応
疑
い
報
告
書
等
必

要
な
書
類
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
、
村
か
ら
県
を
通

し
て
国
に
進
達
さ
れ
ま

す
。

　

国
は
疾
病
・
障
害
認
定

審
査
会
に
諮
問
し
、
認
否

に
つ
い
て
の
答
申
を
受
け

認
定
を
行
い
、
村
は
県
を

通
し
て
通
知
を
受
け
、
村

が
申
請
者
に
給
付
す
る
流

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
小
中
学
校
等
に
お

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て

 
【
問
】　

国
内
で
は
、
災

害
級
と
も
言
わ
れ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
続
く
中
で
、
本
村
の

事
業
所
に
勤
務
す
る
職
員

等
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
が

報
告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

か
ら
、
国
内
で
は
12
歳
以

上
の
方
々
へ
の
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
も
始
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
は
、
若
い
世

代
の
感
染
防
止
の
観
点
か

ら
も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
感
染

力
の
強
い
デ
ル
タ
株
に

よ
っ
て
12
歳
未
満
の
子
供

へ
の
感
染
が
急
拡
大
し
て

い
る
と
の
報
道
も
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
村
の

こ
ど
も
園
や
小
中
学
校
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
対
策
に
つ

い
て
、
次
の
点
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

➊
換
気
に
つ
い
て
は
、
夏

場
は
容
易
に
対
応
出
来
る

も
の
の
、
冬
期
間
は
室
温

の
維
持
や
降
雪
等
に
よ
り

難
し
い
と
考
え
る
こ
と
か

髙
田
　翔 

議
員

附
田
　角
栄 

議
員

寺
下
　和
光 

議
員

接種対象者 接種希望者 対象者に対する
希望者の割合

9,158 人 6,382 人 69.7％

接種希望者数 接種済み 接種率

6,382 人
１回目 5,214 人 81.7％

２回目 4,111 人 64.4％
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一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
ら
、
放
課
後
教
室
、
こ
ど

も
園
、
小
中
学
校
に
空
気

清
浄
機
等
の
配
備
が
必
要

と
考
え
る
が
如
何
か
。

➋
小
中
学
校
の
学
び
の
安

心
を
確
保
す
る
た
め
に
感

染
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

役
場
産
業
医
で
も
あ
る
米

田
先
生
や
地
域
家
庭
医
療

セ
ン
タ
ー
の
医
師
、
養
護

教
員
等
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
対
策
が
有
効
で
ど
の
よ

う
な
機
器
や
用
品
が
必
要

か
の
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
て
い
る
か
。

➌
本
年
４
月
頃
に
各
学
校

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
用
品
等
を
配
備

し
た
と
聞
い
て
い
る
が
、

今
は
そ
の
時
の
状
況
と
は

全
く
違
い
感
染
力
の
強
い

デ
ル
タ
株
に
置
き
換
わ
っ

て
い
る
状
況
か
ら
、
再
度
、

各
学
校
の
意
向
を
早
急
に

調
査
し
、
不
足
す
る
機
器

や
用
品
等
を
配
備
す
べ
き

と
思
う
が
如
何
か
。

 

【
答
】　

①
保
育
所
、
こ

ど
も
園
、
放
課
後
教
室
、

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
厚
生
労
働
省
、

文
部
科
学
省
の
衛
生
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
基
づ

き
、
窓
の
開
閉
等
に
よ
る

換
気
の
徹
底
に
よ
り
密
閉

の
回
避
を
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
空
気
清
浄
機
を

配
備
し
て
い
る
の
は
、
こ

ど
も
園
２
施
設
、
放
課
後

教
室
４
施
設
、
小
学
校
２

校
、
中
学
校
２
校
と
な
っ

て
お
り
、
空
気
清
浄
機
の

配
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
予

防
対
策
を
含
め
、
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

 

②
令
和
２
年
度
の
学
校
保

健
特
別
対
策
事
業
に
よ

り
、
各
学
校
に
消
毒
液
、

マ
ス
ク
、
非
接
触
型
体
温

測
定
器
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー

タ
ー
、
血
中
酸
素
濃
度
測

定
器
等
の
コ
ロ
ナ
感
染
防

止
用
品
等
を
配
備
し
て
お

り
、
購
入
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
８
月
と
10
月
の
２
回

に
わ
た
り
、
各
校
の
教
頭

及
び
養
護
教
諭
か
ら
必
要

と
す
る
機
器
や
用
品
の
聞

き
取
り
調
査
を
行
っ
た
の

ち
に
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
も
、
引
き
続
き

児
童
生
徒
・
教
職
員
等
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
必
要
と
な
る

物
品
の
購
入
等
に
係
る
経

費
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。

 

③
各
学
校
の
必
要
に
応
じ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
用
品
等
を
購
入

す
る
た
め
の
補
正
予
算
を

本
議
会
定
例
会
に
提
出
し

て
い
ま
す
。

２
．
尾
駮
小
学
校
の
砂

塵
防
止
及
び
各
学
校
の

環
境
整
備
等
に
つ
い
て

 

【
問
】　

今
年
度
、
尾
駮

小
学
校
の
防
塵
ネ
ッ
ト
の

改
修
工
事
が
行
わ
れ
た
こ

と
は
、
周
辺
住
宅
へ
の
砂

塵
防
止
や
景
観
上
か
ら
も

大
変
喜
ば
し
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

防
塵
ネ
ッ
ト
の
み
で
は
抜

本
的
な
防
塵
対
策
と
は
言

い
難
い
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
校
庭
の
ト
ラ
ッ
ク
内

側
に
芝
生
の
張
り
付
け
や

本
村
特
有
の
東
西
の
風
に

対
す
る
対
策
と
し
て
、
新

た
に
植
林
を
行
う
考
え
は

な
い
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
南
小
学
校
の
北

側
に
イ
チ
イ
の
移
植
を

行
っ
た
が
、
建
設
当
時
に

植
栽
さ
れ
た
樹
木
の
維
持

管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

状
況
も
散
見
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
全
学
校
の
樹
木
の

剪
定
や
植
林
及
び
病
害
虫

対
策
等
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
如
何
か
。

 

【
答
】　

当
該
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
東
側
に
つ
い

て
は
ご
承
知
の
と
お
り
防

塵
ネ
ッ
ト
の
改
修
工
事
が

先
月
８
月
に
完
了
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
西

側
の
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
状

態
が
悪
く
現
在
は
ポ
ー
ル

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
改
修
工
事
を
目

的
と
し
た
補
正
予
算
に
つ

い
て
本
議
会
定
例
会
に
提

出
し
て
お
り
、
早
期
に
改

修
工
事
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

な
お
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

関
し
て
は
、
強
風
時
に
砂

塵
が
舞
い
上
が
り
、
防
塵

ネ
ッ
ト
の
み
で
は
根
本
的

な
解
決
と
は
な
ら
な
い
こ

と
か
ら
、
最
も
砂
塵
対
策

に
役
立
つ
工
法
を
調
査
・

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
植
林
に
つ
い
て

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
西
側
は

街
路
樹
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

側
に
も
植
栽
が
あ
り
、
東

側
に
つ
い
て
も
街
路
樹
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
植
栽
の
今
後
の
状
況
を

見
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

南
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

建
設
当
時
に
植
栽
さ
れ
た

樹
木
の
維
持
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
状
況
が
見
受

け
ら
れ
、
こ
こ
数
年
、
南

小
学
校
の
イ
チ
イ
の
木
も

含
め
、
各
小
中
学
校
の
樹

木
の
剪
定
や
病
害
虫
防
除

等
を
実
施
し
て
い
な
い
た

め
、
専
門
家
の
意
見
を

踏
ま
え
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

３
．
事
務
事
業
の
見
直

し
等
に
つ
い
て

 

【
問
】　

多
く
の
公
共
施

設
の
維
持
管
理
等
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
も
の
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
お

い
て
は
事
務
の
複
雑
か
つ

多
様
化
に
加
え
、
採
用
間

も
な
い
職
員
が
多
い
現
状

か
ら
多
忙
を
極
め
、
施
設

の
維
持
管
理
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
な
い
現
状
に

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
各
課
が
所
管
す
る
公

共
施
設
の
維
持
管
理
や
福

祉
課
が
所
管
す
る
一
般
廃

棄
物
事
務
等
を
一
元
的
に

行
う
部
署
を
新
設
す
る
こ

と
で
、
職
員
の
負
担
軽
減

や
事
務
の
効
率
化
が
図
ら

れ
、
か
つ
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
寄
与
で
き
る
と

考
え
る
が
如
何
か
。

 

【
答
】　

公
共
施
設
の
維

持
管
理
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
公
共
施
設
等
の
老

朽
化
対
策
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
村
で
は
、

で
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
道
・

県
道
の
樹
木
の
伐
採
を
県

に
対
し
要
望
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
国
道
・
県
道

の
整
備
要
望
は
、
国
道

３
９
４
号
中
志
地
区
の

視
距
改
良
工
事
、
国
道

３
３
８
号
の
高
瀬
川
第
二

橋
の
架
橋
工
事
及
び
二
又

橋
付
近
の
舗
装
修
繕
工

事
、
県
道
泊
陸
奥
横
浜
停

車
場
線
の
未
整
備
区
間
に

係
る
概
略
設
計
に
着
手
す

る
な
ど
、
要
望
の
成
果
が

見
ら
れ
る
路
線
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
も
県
に
対
し
、

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　
　５

．
七
戸
特
別
支
援
学

校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降

場
所
の
見
直
し
に
つ
い

て

 

【
問
】　

平
成
31
年
４
月

か
ら
運
行
さ
れ
た
同
校
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
村
内
か
ら

の
乗
降
場
所
が
千
歳
地
区

の
Ａ
コ
ー
プ
と
な
っ
て
い

る
が
、
利
用
者
の
利
便
性

向
上
の
観
点
か
ら
、
平
沼

地
区
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
と
す
べ
き
と
従
来
か
ら

道
沿
い
に
あ
る
樹
木
や
枝

が
道
路
敷
き
に
は
み
出
し

た
り
、
い
ま
に
も
倒
れ
そ

う
な
状
況
下
に
あ
る
個
所

も
あ
り
、
大
型
車
両
等
の

交
通
に
支
障
が
あ
る
と
推

察
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
加

え
、
他
町
村
の
国
道
・
県

道
の
道
路
改
良
工
事
は

着
々
と
進
む
も
の
の
、
本

村
は
要
望
活
動
を
し
て
も

一
向
に
進
展
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
早
急
に
国

道
・
県
道
の
整
備
も
含
め
、

樹
木
の
伐
採
等
に
つ
い
て

手
段
・
手
法
を
変
え
て
強

く
要
請
す
べ
き
と
考
え
る

が
如
何
か
。

 

【
答
】　

樹
木
の
伐
採
等

は
、
本
村
に
お
け
る
国

道
、
県
道
の
道
路
管
理
者

で
あ
る
上
北
地
域
県
民
局

に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

道
路
監
視
員
が
定
期
的
に

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
、
通
行
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
樹
木
に
つ
い
て

は
道
路
敷
内
に
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
上
で
伐
採
や

枝
払
い
を
実
施
し
て
い
る

と
伺
っ
て
い
る
ほ
か
、
村

平
成
28
年
度
に
六
ヶ
所
村

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
を
策
定
し
、
さ
ら
に
同

計
画
に
基
づ
き
公
共
施
設

等
の
個
別
施
設
ご
と
の
具

体
的
な
対
応
方
針
を
定
め

る
計
画
を
令
和
２
年
度
ま

で
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
は
こ
れ
ら
の

計
画
に
お
け
る
具
体
的
な

方
針
に
基
づ
き
管
理
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
を
一
元
的
に
行
う

部
署
の
新
設
等
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
行
政
改
革
推

進
本
部
に
お
い
て
、
「
新

た
な
施
策
や
業
務
に
対
応

で
き
る
機
動
的
な
組
織
体

制
の
検
討
」
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
の
検
討
結
果

を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

４
．
国
道
・
県
道
脇
の

樹
木
の
伐
採
等
に
つ
い

て

 

【
問
】　

村
内
に
お
い
て

は
、
他
町
村
よ
り
も
大
型

車
両
の
往
来
が
非
常
に
多

い
現
状
に
あ
る
と
思
う

が
、
国
道
３
３
８
号
や
県

申
し
上
げ
て
き
ま
し
た

が
、
未
だ
に
見
直
し
さ
れ

て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま

す
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

路
線
の
決
定
権
は
特
別
支

援
学
校
長
に
あ
り
、
最
初

の
乗
車
か
ら
１
時
間
以
内

に
学
校
に
到
着
す
る
の
が

原
則
で
あ
る
と
の
こ
と
か

ら
、
運
行
さ
れ
て
い
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
全
路
線
を

実
地
調
査
し
、
一
部
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
の
路
線
を
見

直
す
事
で
最
初
の
乗
車
か

ら
１
時
間
以
内
に
児
童
生

徒
の
通
学
が
可
能
で
あ
る

と
の
資
料
を
平
成
30
年
７

月
に
青
森
県
教
育
委
員
会

に
、
同
年
９
月
に
村
教
育

委
員
会
に
お
渡
し
し
、
七

戸
特
別
支
援
学
校
長
に
対

し
、
本
村
の
平
沼
地
区
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
を
乗

降
場
所
と
す
る
よ
う
お
願

い
し
た
経
緯
が
あ
る
こ
と

か
ら
次
の
点
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

➊
現
在
、
村
内
か
ら
の
児

童
生
徒
で
通
学
し
て
い
る

方
々
は
、
ど
の
地
区
か
ら

何
名
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

➋
村
内
の
乗
降
場
所
が
千

歳
地
区
の
Ａ
コ
ー
プ
で
あ

れ
ば
、
尾
駮
や
泊
地
区
か

ら
だ
と
夏
場
で
も
25
分
か

ら
40
分
程
度
の
時
間
を
要

し
、
冬
期
間
で
は
更
に
時

間
を
要
す
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
り
、
保
護
者
や
児

童
生
徒
の
負
担
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
平
沼
地
区
へ

の
見
直
し
を
特
別
支
援
学

校
長
に
要
請
し
た
こ
と
は

あ
る
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

➌

利
用
す
る
保
護
者
か

ら
、
見
直
し
の
意
向
調
査

等
を
行
っ
て
い
る
か
、
お

伺
い
し
ま
す　

 

【
答
】
①
当
該
学
校
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
利
用
者
は
、

村
内
南
地
区
か
ら
５
名
の

方
が
利
用
し
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

 

②
平
成
31
年
３
月
末
ま
で

は
、
村
内
に
乗
降
場
所
の

な
い
路
程
で
あ
り
、
村
内

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
児

童
生
徒
の
保
護
者
は
、
東

北
町
乙
供
地
区
ま
で
の
送

迎
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
の
負
担
が
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
平
成
30
年
９
月
に

村
教
育
委
員
会
か
ら
、
当

時
の
学
校
長
に
要
請
し
、

平
成
31
年
４
月
か
ら
運
行

さ
れ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

乗
降
場
所
が
千
歳
地
区
の

Ａ
コ
ー
ポ
に
決
定
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
平
沼
地
区
へ
の

乗
降
場
所
の
指
定
に
つ
い

て
平
成
30
年
９
月
25
日
を

含
め
、
数
回
に
わ
た
り
要

請
し
て
き
ま
し
た
が
、
当

該
学
校
よ
り
、
最
初
の
乗

車
か
ら
１
時
間
以
内
に
学

校
に
到
着
す
る
の
が
原
則

で
あ
る
た
め
、
現
在
の
乗

降
場
所
と
し
て
い
る
旨
の

回
答
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

 

③
当
該
学
校
に
お
い
て
、

年
度
当
初
に
ス
ク
ー
ル
バ

ス
乗
車
の
希
望
を
と
る

際
、
要
望
等
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
が
、
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
保
護
者
か
ら
ス

ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
場
所
の

見
直
し
等
の
要
望
は
な
い

と
伺
っ
て
い
ま
す
。



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 58 号（10）議会だより ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
（11）第 58 号

９月定例会の会期中に開催された常任委員会及び特別委員会の審議内容をお知らせいたします。

総務企画常任委員会

■「固定資産税の課税誤りについて」他１件の報告を審議
　９月７日に委員会を開催し、「固定資産税の課
税誤りについて」他報告１件について担当課よ
り説明を受け審議した。
①固定資産税の課税誤りについて
⇒土地、家屋に係る固定資産税の課税について、
評価額の入力誤りや家屋の滅失処理をしていな
かったことにより税額を過大に課税していた。

[委員意見 ]
◆日頃から業務の見直しや事務の検証を行う体
制の構築が必要である。

②防衛省に対する要望活動について
⇒新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣

言の状況下にあるものの、要望活動が必要であ
ると判断したことから、新型コロナウイルス感
染症の状況を考慮しながら、１０月下旬に東北
防衛局への要望活動を実施することとした。

[委員意見 ]
◆これまでの要望項目の早期実現を図るため、
米軍再編訓練移転による騒音測定結果の状況
を踏まえ、東北防衛局に対し、強く訴えるべ
きである。

◆模擬弾落下事故の補償について、未だに進捗
がみられないことから速やかに解決するよう
働きかけるべきである。

　９月７日に委員会を開催し、「令和３年主要漁
業種類の漁獲高状況について」を担当課より説
明を受け審議した。
①令和３年主要漁業種類の漁獲高状況について
⇒村内の３漁業協同組合における、令和３年１
月から７月までの主要漁業種類の漁獲高等につ

いて説明を受けた。
［委員意見］
◆資源が減少していく中で、漁業者の経営安定
化を図る観点から、養殖事業の検討を行うなど、
行政の指導体制の強化を図るべきである。

産業建設常任委員会

■「令和３年主要漁業種類の漁獲高状況について」を審議

福祉教育常任委員会

■「六ヶ所高等学校の活性化推進に係る要望結果について」他１件の報告
　を審議
　９月８日に委員会を開催し、「六ヶ所高等学校
の活性化推進に係る要望結果について」他１件
について、担当課より説明を受け審議した。
①六ヶ所高等学校の活性化推進に係る要望結果
について

⇒去る７月 29 日に、三村青森県知事及び和嶋青
森県教育委員会教育長に対し実施した要望活動
の結果についての説明を受けた。

[委員意見 ]
◆全国募集の導入を行うのであれば、県に対し、
財政支援を強く求めるべきである。

②地域密着型介護老人福祉施設整備及び運営事
業者の募集について

⇒第８期介護保険事業計画に基づき、地域密着
型サービス事業所を整備、運営する民間事業者
を募集する旨の説明を受けた。

[委員意見 ]
◆不足する介護職員の確保に向け、待遇の改善
など村として支援を行うべきである。

◆応募者が村に事業所の整備、運営を行いやす
くするために、県から交付される補助金だけで
なく、村独自の助成を考えるべきである。

◆運営事業者選定委員会の委員については、専
門的な知識を持った外部の方も委嘱するべきで
ある。

委 員 会 レ ポ ート委 員 会 レ ポ ート 議 案 審 議議 案 審 議

９月定例会で審議された議案
議案番号 議　　案　　名 議決日 議決結果

議案第７６号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第４号） 令和3年9月9日

原案可決

議案第７７号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第２号） 令和3年9月9日

議案第７８号 令和３年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 令和3年9月9日

議案第７９号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第２号） 令和3年9月9日

議案第８０号 令和３年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第２号） 令和3年9月9日

議案第８１号 令和３年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第２号） 令和3年9月9日

議案第８２号 令和３年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第３号） 令和3年9月9日

議案第８３号 六ヶ所村議会議員及び六ヶ所村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の制定について 令和3年9月10日

議案第８４号 六ヶ所村立保育所条例の廃止について 令和3年9月10日

報告第１０号 議会の委任による専決処分の報告について 令和3年9月9日

報告第１１号 令和２年度六ヶ所村一般会計継続費精算報告書について 令和3年9月9日

報告第１２号 令和２年度健全化判断比率について 令和3年9月9日

報告第１３号 令和２年度資金不足比率について 令和3年9月9日

認定第１号 令和２年度六ヶ所村一般会計歳入歳出決算認定について 令和3年9月9日

認定

認定第２号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計（事業勘定）歳入歳出決算認定について 令和3年9月9日

認定第３号 令和２年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 令和3年9月9日

認定第４号 令和２年度六ヶ所村国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定）歳入歳出決算認定について 令和3年9月9日

認定第５号 令和２年度六ヶ所村介護保険特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算認定について 令和3年9月9日

認定第６号 令和２年度六ヶ所村水道事業会計決算認定について 令和3年9月9日

認定第７号 令和２年度六ヶ所村農業集落排水事業会計決算認定について 令和3年9月9日

認定第８号 令和２年度六ヶ所村下水道事業会計決算認定について 令和3年9月9日

認定第９号 令和２年度六ヶ所村工業用水道事業会計決算認定について 令和3年9月9日

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和3年9月10日 適任と答申

同意第１号 六ヶ所村教育委員会教育長の任命について 令和3年9月10日 同意

同意第２号 六ヶ所村教育委員会委員の任命について 令和3年9月10日 同意

　

令
和
３
年
度
六
ヶ
所
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
、
歳
出
の
総
務
費
「
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
金
」
は
、
助
成
金
利
用
者
が
大
幅
に
増
え
、

さ
ら
に
予
算
が
不
足
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と

か
ら
追
加
計
上
す
る
も
の
で
あ
り
、
農
林
水
産
費

に
は
長
芋
洗
浄
選
別
貯
蔵
施
設
か
ら
発
生
す
る
洗

浄
水
を
処
理
す
る
た
め
、
同
敷
地
内
に
浸
透
槽
を

設
置
す
る
た
め
の
工
事
請
負
費
や
県
補
助
金
を
財

源
と
す
る
「
強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
補
助
金
」
を
新
た
に
計
上
し
、
土
木
費
に

地
域
交
流
ホ
ー
ム
線
整
備
事
業
の
早
期
供
用
開
始

を
目
指
し
、
防
火
水
槽
を
移
設
す
る
た
め
の
工
事

請
負
費
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
，
１
６
９
万
４
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

１
５
７
億
１
，
４
６
５
万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
六
ヶ
所
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
及
び
令
和
３
年
度
六
ヶ
所
村
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
会
計
に
つ
い
て
は
、
各
特
別

会
計
に
決
算
余
剰
金
に
伴
う
繰
越
金
等
を
計
上
し
、

水
道
事
業
会
計
に
は
配
水
管
漏
水
・
設
備
故
障
時

等
修
繕
費
を
追
加
計
上
し
ま
し
た
。

補正予算の内容

むつ小川原エネルギー対策特別委員会

　９月８日に委員会を開催し、「関係機関に対す
る要望について」他１件について、担当課及び
日本原燃株式会社より説明を受け審議した。
①関係機関に対する要望について
⇒新地域振興対策や企業誘致の推進等について
毎年要望活動を実施しているが、新型コロナウ
イルス感染症が収束の兆しを見せていないこと
から、郵送により要望書を送付したことなどに
ついて説明を受けた。

　しかしながら、効果的な要望とするために、

新型コロナウイルス感染症の状況を見極めなが
ら、人数を制限し、村長とともに直接出向き行
うこととした。

②六ヶ所低レベル放射性廃棄物埋設センター事
業変更許可について

⇒日本原燃株式会社から常務執行役員及び埋設
事業部長を参考人として招致し、低レベル放射
性廃棄物埋設センターの事業変更許可申請の目
的及び審査結果等について説明を受けた。

■「関係機関に対する要望について」他１件について審議

9月補正予算の状況
（単位：千円）

会 計 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 15,562,962 151,694 15,714,656

国民健康保険特別会計
（ 事 業 勘 定 ） 1,073,606 0 1,073,606

後期高齢者医療特別会計 85,002 0 85,002

国民健康保険特別会計
（ 千 歳 平 施 設 勘 定 ） 120,863 0 120,863

介 護 保 険 特 別 会 計
（ 保 険 事 業 勘 定 ） 1,233,780 8,878 1,242,658

水 道 事 業 会 計 284,316 7,000 291,316

下 水 道 事 業 会 計 401,183 888 402,071

合 計 18,761,712 168,460 18,930,172



ROKKASHO  VILLAGE

六ヶ所村
議会だより 第 58 号（12）

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

　議会を監視するのは『あなた』です。９月定例会の傍聴人は43人でした。あなたも議会の傍聴をしてみませんか？
　傍聴は村政を知る良い機会です。また、定例会終了の翌日には、ロックＴＶで一般質問の様子を録画放送してお
ります。
　定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
　詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

令和３年第７回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 １１ 月 ２６ 日 （金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 １１ 月 ２７ 日 （土） 休 日 休 会

第３日目 １１ 月 ２８ 日 （日） 休 日 休 会

第４日目 １１ 月 ２９ 日 （月） 本会議（午前 10 時） 一般質問、議案審議

第５日目 １１ 月 ３０ 日 （火） 休 　 　 　 　 会 常任委員会※ 1

第６日目 １２ 月 １ 日 （水） 休 　 　 　 　 会 常任委員会・特別委員会※ 1

第７日目 １２ 月 ２ 日 （木） 本会議（午前 10 時） 議案審議

第８日目 １２ 月 ３ 日 （金） 本会議（午前 10 時） 議案審議、委員長報告、閉会

※ 1　各委員会の開催時間等は決まり次第、HP でお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】
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総務企画常任委員会
東北防衛局に対し要望活動を実施！

　総務企画常任委員会では、去る 10 月 19 日に髙橋議長及び髙田総務企画常任委員長が戸田村長に同行し、三沢
対地射爆撃場周辺対策に関する要望活動を実施しました。
　今回の要望事項は下記のとおりとなります。

　１. 飛行時の安全対策に万全な措置を講じていただきたい。
　２. 三沢対地射爆撃場の特殊性を考慮した騒音評価方法を新たに制定していただきたい。
　３. 騒音区域（コンター）指定を見直していただきたい。
　４. 事務所及び店舗等の防音工事の実施と一般住宅の外郭防音工事対象区域を拡大して
　　  いただきたい。
　５. 模擬弾落下事案について適切な補償を講じていただきたい。　　　　
　６. 三沢対地射爆撃場区域内の環境整備の実施と安全対策を講じていただきたい。

　髙橋議長からは、「本土唯一の三沢対地射爆撃場の安定使用に協力してきた、本村及び周辺住民の実情をご斟酌い
ただき、要望事項の実現に向けて、ご配慮賜りますようお願いしたい」と挨拶をし、市川東北防衛局長からは、引
き続き自衛隊と米軍には点検整備の徹底及び安全管理に万全を期すよう求めることや射爆撃場の環境整備の時期等
について適宜情報提供をしていく旨の回答をいただき、意見交換を行った。

市川東北防衛局長へ
要望書を提出する様子


